サバティカル研修取得申請書
令和　　年　　月　　日

大学院総合文化研究科長　　殿
	専攻長・系長：
	印

	前期部会主任：
	印

	申請者：
	印


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	１．研修の概要及び目的



	２．研修期間：  　令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日

	３．研修場所：  [                                                   ]
（総合文化研究科以外の国内外機関についてのみ、それぞれの研修場所及び期間を記入すること）
記載例：フランス国立図書館（パリ）　令和2年4月25日～令和2年5月24日
　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　令和2年8月 6日～令和2年9月28日
場所：
期間：令和　　　年　　　月　　　日　～　令和　　　年　　　月　　　日

	４．研修期間中の教務関係業務の処置（該当する処置にチェックすること）
（１）担当授業（講義・学生実験・演習・実習）についての処置
　　　□　前期部会・後期学科・専攻・系等において適宜処置する。
　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（記載例：大学院演習のみ授業は実施する）
（２）研究室内及び関連学部学生・院生の研究・教育指導についての処置
　　　□　研修場所が国内の場合は通常通り指導する。
　　　□　海外研修中はメール等を用いて指導する。
　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（３）入試業務（学部入試、大学院入試）についての処置
　　　□　前期部会・後期学科・専攻・系等において適宜処置する。
　　　□　サバティカル研修期間中も通常通り担当する。
　　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（記載例：学部入試のみ担当し、大学院入試は免除）

	５．研修期間中の駒場キャンパスでの勤務予定（該当する項目にチェックすること）
□　期間中、毎月１回以上勤務予定あり。
□　期間中、勤務予定なし。
□　一部の期間、勤務予定あり。（該当月を記入：　　　　　　　　　　　）
※月1回以上大学へ通勤し勤務する予定がない月については、本申請に基づいて通勤手当の支給を
停止します。申請後、状況が変わる場合には、事前に総務課総務チームまでご連絡ください。

	６．その他特記すべき事項　



※電子押印も可とする。申請内容に変更がある場合には、再度、申請すること。
